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岡
垣
町
文
化
財
資
料
室
に「
遠
賀
郡

原
村
繪
圖
」と
書
か
れ
た
村
絵
図
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。

　

遠
賀
郡
原
村
と
は
、
現
在
の
岡
垣
町

大
字
原
で
あ
る
。

　

こ
の
村
絵
図
は
、
115
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
×
49
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ

で
、川
は
青
色
、山
は
緑
色
、道
は
黄
色
、

民
家
は
黒
色
、
田
畑
は
白
で
表
現
さ
れ

て
お
り
、
鮮
や
か
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

　

同
じ
よ
う
な
村
絵
図
は
、
岡
垣
町
で

は
糠
塚
村
と
山
田
村
の
も
の
が
残
っ
て

い
る
。
こ
の
３
枚
の
絵
図
は
、
地
名
の

書
体
や
方
位
の
表
し
方
な
ど
、
そ
の
描

き
方
が
共
通
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
後

期
に
同
じ
絵
師
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
絵
図
に
描
か
れ
た
内

容
か
ら
、
江
戸
時
代
の
原
村
の
様
子
が

分
か
っ
て
く
る
。

　

本
村
の
集
落
内
に
は
民
家
の
ほ
か
、

年
貢
米
の
収
納
な
ど
に
使
わ
れ
た「
御

米
蔵
」（
こ
の「
御
米
蔵
」は
糠
塚
村
絵
図

と
山
田
村
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い
る
）、

お
堂
の「
不
動
」、
祠
の「
貴
船
」が
描
か

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
村
か
ら
西
方
の
離
れ
た
場

所
に
あ
る
枝
郷（
枝
村
）の「
原は

ん
の野
」に

は
２
戸
の
民
家
が
あ
る
。

　

主
な
道
は
、
内
浦
村
か
ら
本
村
に
入

り
波
津
村
へ
通
じ
る
も
の
と
枝
村
の
原

野
を
結
ぶ
２
本
で
あ
る
。

　

村
内
を
流
れ
る
川
は
、
湯
川
山
を
水

源
と
す
る
妙み

ょ
う
け
ん見
川
で
、
村
内
を
蛇
行
し

な
が
ら
海
へ
入
っ
て
い
る
。

　

農
業
に
必
要
不
可
欠
な
灌
漑
用
水
と

し
て
溜
池（
堤つ

つ
み

）が
あ
る
。
絵
図
に
は
５

つ
の
溜
池
が
描
か
れ
て
お
り
、
最
初
に

築
造
さ
れ
た
の
は「
菅す

が
わ
ら原
堤
」で
延
宝
２

（
１
６
７
４
）年
で
あ
る
。
約
30
年
後
の

元
禄
15（
１
７
０
２
）年
に「
一い

ち
の
い
で

ノ
井
手

堤
」が
築
造
さ
れ
、
そ
の
後
、「
堀ほ

り
じ地

堤
」

が
宝
暦
４（
１
７
５
４
）年
に
、「
原は

ん
の野

堤
」が
寛
政
12（
１
８
０
０
）年
に
築
造

さ
れ
た
。「
金か

ね
ぐ
ら蔵

堤
」は
文
化
15（
１
８
１

８
）年
に
築
造
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原

村
絵
図
は
こ
の
年
よ
り
後
に
作
成
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。

　

明
治
初
期
に
調
査
し
発
行
さ
れ
た

「
福
岡
県
地
理
全
誌
」に
よ
る
と
、
原
村

の
溜
池
の
数
は
、
築
造
年
不
明
の
も
の

を
含
め
る
と
13
個
あ
り
、
岡
垣
の
村
の

中
で
は
一
番
多
い
。

　
絵
図
に
は「
妙み

ょ
う
け
ん見
宮
」が
２
カ
所
描
か

れ
て
い
る
。
一
つ
は
海
岸

近
く
に
、
も
う
一
つ
は
本

村
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
中

に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ「
浜は

ま

妙み
ょ
う
け
ん見
」、「
山や

ま
み
ょ
う
け
ん

妙
見
」と
呼
ば

れ
て
い
た
。

　

浜
妙
見
は
、
福
岡
城
築

城
に
あ
た
っ
て
鬼
門
の
位

置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
鬼
門
封
じ
の
た
め
に
、

黒
田
長
政
が
慶
長
17（
１

６
１
２
）年
11
月
に
鳥
居

を
建
立
し
て
い
る
。
絵
図

に
は
鳥
居
と
と
も
に
社
務

所
と
思
わ
れ
る
建
物
が
描

か
れ
て
い
る
。

　

山
妙
見
は
、
本
村
か
ら

人
里
離
れ
た
山
深
い
と
こ

ろ
に
あ
る
。
絵
図
に
は
、

山
妙
見
へ
参
詣
す
る
道
は

菅
原
堤
か
ら
の
み
で
、
本

村
か
ら
の
道
は
描
か
れ
て

い
な
い
。
お
そ
ら
く
菅

原
堤
ま
で
は
田
畑
の
畦
道

な
ど
を
通
っ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ

る
。

　
一
村
一
社
の
制
に
よ
り
、
明
治
５（
１

８
７
２
）年
に
山
妙
見
は
村
社「
大お

お
は
ら原

神

社
」と
名
称
が
変
更
に
な
り
、
浜
妙
見

は
廃
社
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
原
神

社
は
本
村
か
ら
遠
く
離
れ
た
険
峻
の
場

所
に
あ
っ
た
た
め
、
老
若
男
女
が
参
詣

す
る
に
は
不
便
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明

治
16（
１
８
８
３
）に
浜
妙
見
の
跡
地
で

あ
る
現
在
地
に
移
転
し
た
。

岡
垣
の
村
絵
図
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遠
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史
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▲遠賀郡原村繪圖（部分）
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